
資料２ 

 

令和３年度公共交通関連事業計画について 

 

１ 伊豆箱根バス「大場－熱海線」丹那地区バス停留所の設置について 

 

 ⑴ ファミリーマート函南丹那店付近 

   令和３年４月中旬…沼津土木事務所工事２課と初回協議 

   バス停留所設置に係る基準について確認。 

    

   設置希望位置については路肩が狭小であり、道路構造令に基づくバス停

設置のための工事を要する。 

   ⇒引き続き可能性について検討 

 

 ⑵ 食堂きみち付近（旧料金所付近） 

   路肩が広く、バスの安全な停車が見込める。 

   ⇒中山間地のバス停候補地として、伊豆箱根バス株式会社にバス停設置

協議を行う。 

 

 

２ 湯～トピアかんなみ無料送迎バスについて 

 

 施設指定管理者が運行している湯～トピアかんなみ無料送迎バスについて、

函南町役場を目的地の一つとすることできないか検討を進める。 

 

【想定される効果】 

月曜日、木曜日、土曜日にそれぞれ巡回する地区を変えながら無料送迎を実

施している。 

 町内交通空白地域や中山間地（丹那、ダイヤランド、パサディナ、大竹）も

ルートによってはカバーしており、このバスを函南町役場までの足として活用

すれば、既存のバス路線や拠点循環バスへの乗り換え等により、中心市街地ま

での足を確保できる。 

 

⇒静岡運輸支局に可能性について確認中 

 （現時点における町と施設の契約形態、バス運行方法について確認作業中） 

 

 

 



資料２ 

 

（令和２年策定 地域公共交通網形成計画より抜粋） 

③ 送迎バス・スクールバス等の有効活用・相互利用 

事業内容 
送迎バス・スクールバスについては、利用者の意向を把握し、目的外利用や自

主運行バスを含めたバス路線の再編を図ります。 

事業期間 2020 年度（令和 2 年度）～2024 年度（令和 6 年度） 

事業主体 交通事業者（既存自主運行業者含む）・町・学校・地域住民 

2020 年度 
（令和 2 年度） 

2021 年度 
（令和 3 年度） 

2022 年度 
（令和 4 年度） 

2023 年度 
（令和 5 年度） 

2024 年度 
（令和 6 年度） 

 

 
 

 

 
 

 

 

検討・協議 運行形態を変更 


